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KBSは｢HANDS ON 型」で、観光・

ｻｰﾋﾞｽ業界の経営を支援します。 2012 .4 No.96
株式会社 ＫＢＳ創研 

経営に関する難題解決の事例や手法、働く人々の思いや業界最新情報を共有する月刊紙

http://www.kbsbiz.com　

info@kbsbiz.com 知識[Knowledge]と行動[Behavior]で問題解決[Solution]を支援
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Together
４月４日は二十四節季の 「清明」。 万物が清々しく明るい美しい時期といわれていま

す。 正に春到来です。 今年のＧＷは 2 日休むと大型の９連休になります。

ＧＷの需要の吸収を強化しましょう。                                  

 株式会社 ＫＢＳ創研　　  営業支援部　竹腰 幸司

スマートフォン時代を先取りするスマートフォン対応ホームページ活用術

左のグラフをご覧ください。 これはスマートフォ

ンとフィーチャーフォン （ワンセグ、 カメラ付携帯

電話等多機能携帯電話） との出荷台数の推移を

想定したものです。

このデータによると、 本年 2012 年においては、

出荷台数ベースでは 2,367 万台に達し、 フィー

チャーフォンのそれを追い越す想定となっていま

す。 また 3 年後の 2015 年は出荷台数の 74％が

スマートフォンで占め、 スマートフォンの普及が一

気に進むことを示唆しています。

■急速に拡大するスマートフォン市場

（MM総研 「スマートフォンの市場規模と予測 （2011年） より引用」　　　

スマートフォンは急速に普及が進み、2011年度においては出荷台数で1,900万台を突破しました。この勢いは止まらず

今年度は出荷台数でフィーチャーフォンを抜くとされています。（ＭＭ総研調べ）まちを歩いているとスマートフォンの操

作に没頭する人が目立つようになり、書店でもその活用方法や便利なアプリケーションの紹介記事を掲載した本が目立つ

ようになりました。

では、私たち観光業界においてはどのような変化が起こるのでしょうか。また、スマートフォンの普及にあわせ、何を

準備しておく必要があるのでしょうか。今回のTogetherでは、昨今業界団体で講演依頼の多いスマートフォン活用につい

てご紹介いたします。

スマートフォン普及は観光業界の救世主となるか？！

普及により何が変るか、 どんな準備が必要か考えてみましょう。
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スマートフォンは 「携帯できる情報源」。 時刻表であり、 地図であり、 観光パンフであり、 グルメ ・ファッション雑誌であり…。 これ１台あれば、 ふらりと旅に

出て知らないまちにでかけても何とかしてくれる頼れるツールです。 スマートフォンというデバイスを核にして、 WEBページ、 フェースブック、 ツイッターといっ

たメディアで情報を発信し、 いかにしてお客様にピンポイントで届けることができるのか。 情報の進展とともにチャレンジは続きますね。 (増田）
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●代表取締役：小泉寿宏

●事業内容：観光・サービス業

の経営支援

●設　　　立：２００４年４月

●地域オフィス：関西・東京

右のデータはジャンル別の閲覧時間をグラフ化したもの

です。 これによるとスマートフォンにおいては、 ソーシャル

メディアや検索ポータルに割く時間が非常に多いことが分

ります。 Twitter や Facebook を活用したパーソナルな情

報交流がより盛んとなるものと推察します。 口コミ誘発効果

やファン作り等様々な利用方法が考えられると思います。

■スマートフォン対応のホームページの重要

性とは？

このスマートフォンの普及に対し私たちは何を準備して

おく必要があるのでしょうか。 まずは、 スマートフォン対応

のホームページを用意することが不可欠であることを理解

する必要があります。

スマートフォンから皆様の企業のホームページを見てみましょう。 以下のような問題点がお分かりいただけると思います。

＜スマートフォン対応のホームページがない場合の問題点＞

１． 画像サイズが小さいため、 従来のホームページでは見えない

　従来の PC 向けに作られたホームページは全体像を圧縮して見せる仕様となっているため、 何が書いてあるか、 どんな画像な

のかはっきりと認識できません。

２． フラッシュが見られない

　現行の iPhone や iPad 等のアップル社製品については、 Adobe 社のフラッシュ技術に対応していません。 旅館、 ホテル等の

宿泊サイトの約 80％はフラッシュを採用してますが、 これらを表示することができません。

３． タッチ操作に向いていないため、 使いにくい

　PC の大きな画面を活かして様々な商品情報や施設情報を詰め込んだホームページとなっていますが、 スマートフォンの小さな

画面では、クリック操作やスクロールバー等、マウスがあることを前提としたページ構成ではタッチ操作を行うには向いていません。

４． アクセス情報の見直し

　イラストマップ等で掲載している施設周辺地図や大都市圏からのアプローチ案内等は画像や写真上に文字を表記している場

合、 小さい画面では見づらくスマートフォンの案内に適していません。

５． 予約エンジンの見直し

　自社ホームページでの宿泊予約を ASP で利用している場合、 当該 ASP もスマートフォンに対応していなければ、 予約画面が

小さくなって表示され予約操作の障害になります。

　KBS では JTB グループのプロモーション会社である JTB アドプロダクツと提携し、 あなたのお宿のホームページを 「早く」 「安く」

スマートフォンに最適化するご支援を致しております。

　JTB アドプロダクツの新サービス 「SmartSiteHR」 はこちらをご覧ください。 http://www.jtb-adpro.co.jp/works/smartsite.html

～スマートフォン対応のホームページに関してはお気軽にご相談ください～

●東日本の皆様 ：

株式会社　JTB アドプロダクツ　営業局　営業開発室　電話 ： 03 （5434） 8275　（担当 ： 野添 （のぞえ） マネージャー）

●西日本の皆様 ：

株式会社　KBS 創研　営業支援部　電話 ： 06 （6423） 5561　（担当 ： 竹腰 （たけこし））

■スマートフォンがもたらす変化




